
令和５年度更新版（R5.12.4） 

資  料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料  特別支援教育の対象の概念図（義務教育段階）   ・・・１ 

 

資料Ⅰ 小・中学校の状況 

１ 発達障がいの診断等のある児童生徒数          ・・・２ 

２ 小学校ＬＤ等通級指導教室の利用率等            ・・・３ 

３ 特別支援教育支援員の配置人数            ・・・３ 

４ 特別支援学級在籍児童生徒の推移           ・・・４ 

５ 令和４年度 中学校特別支援学級卒業者の進路状況     ・・・５ 

６ 中学校特別支援学級卒業者の進路状況          ・・・６ 

７ 特別支援学級在籍率の学年進行による推移（全国比較）  ・・・６ 

 

資料Ⅱ 高等学校の状況 

１ 高等学校における発達障がいに関する実態調査の結果  ・・・７ 

                     

資料Ⅲ 特別支援学校の状況 

１ 特別支援学校児童生徒数の推移             ・・・８ 

２ 特別支援学校 各部の児童生徒数の推移         ・・・８ 

３ 高等部１年生の出身校種別生徒数の推移         ・・・８  

４ 高等部卒業者（本科）の進路               ・・・９ 

５ 特別支援学校高等部卒業者の現場実習実施状況と就職率  ・・・10 

６ 特別支援学校高等部分教室卒業者の進路状況      ・・・10  

７ 特別支援学校への小・中・高校等からの延べ相談件数  ・・・10   

８ 特別支援学校 児童生徒の推移と今後の見込み     ・・・11 

 ９ 特別支援学校において学校看護師による医療的ケアを受 

けている児童生徒数の推移              ・・・12 

  10  特別支援学校における寄宿舎を利用している児童生徒数 

の推移                       ・・・12 

11  特別支援学校における特別支援学校教諭免許保有率   ・・・13 

 

資料Ⅳ 地域連携・教育支援の状況 

１ 市町村教育支援委員会の判断件数の推移        ・・・14 

２ 学びの場の見直し実施状況              ・・・14   

３ 特別支援学校児童生徒の居住地校交流の実施状況    ・・・15   

４ 副次的な学籍（副学籍）を実施している市町村     ・・・15  



1 

 

 
 

 

 



2 

 

 

 

１ 発達障がいの診断等のある児童生徒数 

 

 

 

   

  

 

学習障害（ＬＤ）、注意欠陥多動性障害（ＡＤＨＤ）、自閉症等（ＡＳＤ等）の数値は、本県独自調査による。 

（ＡＳＤ等には、広汎性発達障害、高機能自閉症、アスペルガー症候群、反抗挑戦性障害、複数の診断等を含む。） 

資料Ⅰ 小・中学校の状況 

○発達障がいの診断等のある児童生徒の総数は、年々増え続けている。令和５年度の発達障がいの診
断等のある児童生徒の割合は 6.82%となっている。 

中学校 

小学校 

（人） 

ASD 等 

ADHD 

（人） 

ASD 等 

ADHD 

ASD 等 

ADHD 

LD 

（人） 

（人） 

LD 

ADHD 

ASD 等 
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２ 小学校 LD 等通級指導教室の利用率等 

 

 

 

３ 特別支援教育支援員の配置人数 
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特別支援教育支援員の配置状況

○年々、利用率が増加しているものの、全国に比して低い。 

○市町村に配置されている特別支援教育支援員の数は増加傾向から横ばいに転じてきている。 

（人） 

（人） 

※ 毎年５/1 現在の数値（全国の利用率：R2 から年度内の総利用者数で算出 R2 が最新） 
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４ 特別支援学級在籍児童生徒数の推移 

小学校  

中学校 

368 385 401 403 419 442 456 464 467 489 511 544 556 576 
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○自閉症・情緒障害特別支援学級に在籍する児童生徒数は増え続けており、在籍率は小学校で全国７
位、中学校で全国１位。（R４） 

（人） 

自閉症・情緒障害特別支援学級児童数

知的障害特別支援学級児童数（人） 

特別支援学級数（合計） 

（人） 

特別支援学級数（合計） 

知的障害特別支援学級生徒数（人） 

自閉症・情緒障害特別支援学級生徒数
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５ 令和４年度 中学校特別支援学級卒業者の進路状況 

 

【特別支援学級全体】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【知的障害特別支援学級】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

○特別支援学級を卒業後、高等学校へ進学する生徒が多い。 

R4 全県 

【自閉症・情緒障害特別支援学級】 

49%

31%

15%

3%
2%

公立全日

335人

公立定時通信

136人
私立全日

114人

私立通信

177人

特別支援学校

147人

各種学校

27人

その他

22人

958人

24%

25%
48%

2%
公立全日

39人

公立定時通信

22人

私立全日

35人

私立通信

31人

特別支援学校

126人

各種学校

3人

その他

4人

260人

1% 



6 

 

６ 中学校特別支援学級卒業者の進路状況 

 

 

７ 特別支援学級在籍率の学年進行による推移（全国比較） 

［平成 24 年度に小学校に入学し、令和２年度に中学校を卒業した学年の年度ごとの在籍率の推移］ 

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元 R２ R３ R４

その他 25 19 21 32 26 24 25 29 29 22

社会福祉施設等 0 1 1 1 3 1 0 0 1 0

就 職 2 6 2 3 1 3 6 3 6 0

各種学校 21 17 18 7 13 22 16 18 26 27

高等学校 443 432 446 526 536 598 593 579 712 762

特別支援学校高等部 169 178 160 186 159 172 152 164 174 147

合計 660 653 648 755 738 820 792 793 948 958

169 178 160 186 159 172 152 164 174 147 

443 432 446 526 536 598 593 579 712 762 
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○H24 年度の入学時は全国との差が小さいが、その後、通常の学級から特別支援学級に移る率が全国

に比して高く、学年を追うごとに差が開いている。 
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長野県 全国

○毎年、中学校特別支援学級卒業生の約８割が高等学校に進学している。 

（人） 
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１ 高等学校における発達障がいに関する実態調査の結果 

 

 

 

 

・学習障害（ＬＤ）、注意欠陥多動性障害（ＡＤＨＤ）、自閉症等（ＡＳＤ）の数値は、本県独自調

査による。（ＡＳＤには、広汎性発達障害、高機能自閉症、アスペルガー症候群を含む。その他

には、反抗挑戦性障害、複数の診断等を含む。） 

資料Ⅱ 高等学校の状況 

○高等学校における発達障がいの診断等がある生徒数は増え続けており、医師による診断のある生

徒は 4.65%（R５）。すべての定時制、通信制高校に発達障がいの診断のある生徒が在籍している。 

（人） 
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１ 特別支援学校児童生徒数の推移 

 

２ 特別支援学校 各部の児童生徒数の推移 

 

３ 高等部１年生の出身校種別生徒数の推移 

88 89 81 81 75 77 71 67 66 66 57 67 75 83 87 75 76 74 77 69 62 52 54 52 46 

129 127 126 130 132 129 129 125 121 118 106 104 107 97 91 86 79 77 77 76 72 75 77 81 72 

1,265 1,308 1,353 1,399 
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○H26 以降、視覚障がい・聴覚障がい・肢体不自由・病弱特別支援学校の児童生徒数は、ほぼ横ばい。
知的障がい特別支援学校児童生徒数は微増傾向。 

○高等部生が占める割合が高い。小学部生が増加傾向にある。 

○高等部に入学する生徒の約半数が、中学校からの入学生である。 

資料Ⅲ 特別支援学校の状況  

（人） 

視覚障がい 

聴覚障がい 

知的障がい 

肢体不自由 

病弱 

（人） 

153 203 187 193 187 178 189 200 182 208 189 196 193 200

193
204 251 199 191 193 189 181 198 163 173 158 175 176

Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ R１ R２ R３ R 4

中学部からの入学生 中学校からの入学生 （人） 

小学部生 

高等部生 

中学部生 
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（人） 

４ 高等部卒業者（本科）の進路            
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H 2 5 H 2 6 H 2 7 H 2 8 H 2 9 H 3 0 R 1 R 2 R 3 R 4

高等部卒業生（本科）の進路

盲・ろう専攻科 大学短大・各種学校 就職・開業

社会福祉施設等 その他（家居等）

進 路 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R 元 R２ R３ R４ 

盲・ろう専攻科 
2 

(0.5%) 

4 

(1.0%) 

3 

(0.8%) 

1 

(0.3%) 

1 

(0.3%) 

2 

(0.5％) 

5 

(1.3％) 

1 

(0.3％) 

1 

(0.3％) 

１ 

(0.3%) 

大学短大・各種学校 
11 

(2.9%) 

4 

(1.0%) 

9 

(2.5%) 

3 

(0.8％) 

6 

(1.6％) 

3 

(0.8％) 

6 

(1.6％) 

9 

(2.5％) 

4 

(1.2％) 

４ 

(1.1%) 

就職・開業 
78 

(20.7%) 

76 

(20.2%) 

72 

(19.8%) 

93 

(26.2%) 

98 

(26.6％) 

98 

(26.1％) 

114 

(30.1％) 

78 

(21.7％) 

104 

(29.4％) 

83 

(23.7%) 

社会福祉施設等 
262 

(69.5%) 

271 

(71.9%) 

261 

(71.9%) 

248 

(69.9%) 

245 

(66.6％) 

255 

(68.0％) 

238 

(62.8％) 

250 

(69.4％) 

236 

(66.7％) 

249 

(70.9%) 

その他 家居等 
24 

(6.4
%) 

22 

(5.9%) 

18 

(5.0%) 

10 

(2.8%) 

18 

(4.9％) 

17 

(4.6％) 

16 

(4.2％) 

22 

(6.1％) 

9 

(2.5％) 

13 

(4.0
%) 

計 377 377 363 355 368 375 379 360 354 350 

○卒業生の約７割弱の進路先が社会福祉施設等である。一般就労（就職・開業）は約３割弱で推移。 

（人） 
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５ 特別支援学校高等部卒業者の現場実習実施状況と就職率 

 

６ 特別支援学校高等部分教室卒業者の進路状況 

 

  H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 

卒業生  20 人 23 人 28 人 30 人 31 人 41 人 53 人 45 人 56 人 46 人 

一般就労者数   14 人 19 人 21 人 25 人 25 人 31 人 40 人 25 人 39 人 26 人 

就職率  70％ 82.6% 75％ 83.3% 80.6％ 75.6％ 75.5％ 55.6％ 69.6％ 56.5％ 

※高等部分教室 

学校名 分教室名 設置場所 設置 

稲荷山養護学校 更級分教室 更級農業高等学校 H17 

長野養護学校 朝陽教室 長野盲学校 H22 

安曇養護学校 あづみ野分教室 南安曇農業高等学校 H22 

伊那養護学校 中の原分教室 上伊那農業高等学校 H24 

小諸養護学校 うすだ分教室 佐久平総合技術高等学校（臼田キャンパス） H26 

長野養護学校 すざか分教室 須坂創成高等学校（前須商キャンパス） H28 

松本養護学校 しなの木教室 松本盲学校 H28 

諏訪養護学校 ふじみの森分教室 富士見高等学校 H30 

 

７ 特別支援学校への小・中・高校等からの延べ相談件数 

 

 

 

 

 

 

 

 

  H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 

長野県 

卒業者数 377 人 377 人 363 人 355 人 368 人 375 人 379 人 360 人 354 人 350 人 

現場実習実施者数 134 人 126 人 116 人 120 人 138 人 128 人 156 人 102 人 135 人 97 人 

一般就労者数 78 人 76 人 72 人 93 人 98 人 98 人 114 人 78 人 104 人 83 人 

現場実習実施者の就職率 58.2% 60.3% 62.0% 77.5% 71.0％ 76.6％ 73.1％ 74.3％ 77.0％ 85.6% 

就職率 20.7% 20.2% 19.8% 26.2% 26.6％ 26.1％ 30.1％ 21.7％ 29.4% 23.7% 

全国 就職率 28.4％ 28.8％ 29.4% 30.1% 31.2％ 32.3％ 23.4％ 21.0％ 20.5% 未公表 

○就職率は全国平均を上回っている。現場実習での実習者数、一般就労者数とも H28 以降ほぼ横ばい
で推移。 

（人） 

○高等部分教室卒業者の一般就労率は高く推移していたが、分教室入学生徒の多様化などによりここ
数年就労率は低下傾向にある。 

○教育相談件数は増加傾向。 
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８ 特別支援学校 児童生徒数の推移と今後の見込み 

 

 

 

 

                            出典：長野県特別支援学校整備基本方針（令和３年３月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○視覚障がい、肢体不自由、病弱特別支援学校は今後横ばいで推移の見込み。 

○知的障がいは微増、聴覚障がいは減少で推移の見込み。 

（人） 
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９ 特別支援学校において学校看護師による医療的ケアを受けている児童生徒数の推移 

 

 

 

（人） 

 

 

10  特別支援学校における寄宿舎を利用している児童生徒数の推移 

 

 

 

 

（人） 
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訪問生 通学生

○特別支援学校において学校看護師による医療的ケアを受けている児童生徒数はほぼ横ばいだが、通

学生が増加している。（R５：17 校に在籍） 

○特別支援学校の寄宿舎は 15 校に設置されており、利用者は全体としては年々減少している。 

（R 元年から、中信地区特別支援再編計画を受けて、松本ろう学校の寄宿舎を寿台養護学校の知的

障がいのある生徒が共同で利用している。） 
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11  特別支援学校における特別支援学校教諭免許保有率 

 

 

 

（％） 

 

○特別支援学校における特別支援学校教諭免許保有率は、年々増加している。 



14 

 

 

 

１ 市町村教育支援委員会の判断件数の推移 

 

 

（件） 

 
２ 学びの場の見直し実施状況 

（自閉症・情緒障害特別支援学級から通常学級へ学びの場を変更した児童生徒数） 

 

 

 

（人） 

○就学相談（判断）件数は増加傾向。 

○特別支援学級、通級による指導の判断件数が増加傾向。 

○学びの場の見直しが進んでいる。 

資料Ⅳ 地域連携・教育支援の状況 

267 251 247 266 245 228 257 281 269 286 291 
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特別支援学校 特別支援学級 通級による指導
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91 95 100
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22
40
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50

62 67 47

62

Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 R１ R2 R3 R4

小学校 中学校
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３ 特別支援学校児童生徒の居住地校交流の実施状況 

 

 

 

 

 

４ 副次的な学籍（副学籍）を実施している市町村 
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1281 1333
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居住地校交流数の変化

小学校 中学校

1 1 1 1 1
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1
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4
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市 町 村

○副次的な学籍に取組む市町村が、年々増えている。 

○特別支援学校の児童生徒で、居住地校との「交流及び共同学習」を実施する児童生徒が増えている。
（R2 以降はコロナ禍のため減少したが、再び少しずつ増加し始めている。） 


